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平成 30 年 5 月 22 日 
九州電力株式会社 

 
 

玄海原子力発電所 空間放射線測定地点（正門南）の測定結果について 
 
 
１．概 要 
玄海原子力発電所空間放射線測定地点（正門南）では、平成 29 年 2 月から 5 月にかけ

て火災防護及び不法侵入防止対策工事を実施しており、この工事に伴うバックグラウンド
への影響を確認するため、計画的に工事のポイント毎に可搬型の計測器等を用いた空間線
量率等の測定・確認を実施した。 
工事後、平成 29 年度第 3 四半期のガラス線量計の測定値が、佐賀県が設定している平

常の変動範囲を 0.01mGy 下回った（平成 30 年 2 月 7 日概要説明済）。 
そのため、工事の前後で測定している可搬型の計測器等を用いた空間線量率等のデータ

を比較したところ、その要因は当該工事に伴う敷地造成によるものと推定した。 
なお、当該工事によるモニタリングポスト正門南局の空間線量率測定値への影響はなか

った。 
 

２．工事実績 
（１）主要工事実績 

・平成２９年２月   樹木伐採 
  ・平成２９年３～４月 整地、新設フェンス設置 

   ・平成２９年５月   既設フェンス撤去、防草シート・砕石舗装 
 
（２）工事前後の状況 
   図－１に火災防護及び不法侵入防止対策工事前後を示す。 

図－１ 火災防護及び不法侵入防止対策工事前後の現場写真   
 

モニタリングポイント（樹木の奥） モニタリングポイント 

工事前（平成 年 月） 工事後（平 月）

佐賀県環境放射能技術会議
資料１－３ 

＜参 考 資 料 １＞
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３．ガラス線量計の測定値 
（１）平成 29 年度第 3四半期の測定値 

測定期間 測定値[mGy/91 日] 平常の変動範囲[mGy/91 日]
平成 29 年度第 3四半期 
(H29.10～H29.12) 0.12 0.13 ～ 0.15 

 
（２）ガラス線量計の測定値の推移 

工事前後でのガラス線量計測定値の差は 0.015mGy/91 日であった。（図－２参照） 
 

 
図－２ ガラス線量計による測定値の推移 

 
４．工事前後の空間放射線量率等の測定 
（１）測定に使用した計測器 

工事による影響を確認するため、以下の計測器を用いて空間線量率等を測定した。 
可搬型モニタリングポスト及びポータブルスペクトルメータによる測定状況を図－

３に示す。 
 

計測器名称 測定対象 
可搬型モニタリングポスト 空間線量率 
ポータブルスペクトルメータ 全計数、計数率（スペクトル分析）
Ｇｅγ線多重波高分析装置 試料中の核種分析、放射能濃度 

 

 
図－３ 測定状況 

工事前：0.138mGy/91 日 

工事後：0.123 mGy/91 日

差： 0.015mGy/91 日

約 3.2m 

約 1 m 
約 1 m 約 1 m 

可搬型モニタ 
リングポスト 

ポータブル 
スペクトルメータ 
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（２）可搬型モニタリングポストの測定値（代表例） 
可搬型モニタリングポストの測定値は工事前に比べ約 9nGy/h 低下しており、91 日

換算すると約 0.02mGy となる。（図－４参照） 
 

 
図－４ 工事前後の空間線量率測定データ 

 
（３）工事前の表層（土壌）及び工事後の表層（砕石）の全放射能濃度測定結果 

工事前の表層（土壌）と工事後の表層（砕石（厚さ 20cm））の全放射能濃度には
163Bq/kg の差があった。 
 

 
（４）工事前後における空間γ線スペクトル測定結果 
   工事前後の空間γ線スペクトルを比較した結果、エネルギーに対する計数率の分布
については顕著な変化はみられなかったが、全計数値は工事前後で約 17％減少した。
（図－５参照） 

図－５ 工事前後の空間γ線スペクトル分析結果 
 

以 上 

平成 28 年 12 月 
平成 29 年 10 月

全計数値（counts） 
平成 28 年 12 月: 353614 
平成 29 年 10 月: 291739

平均値の差：約 9nGy/h平均値：約 45nGy/h 

平均値：約 36nGy/h 
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